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本日の内容

１ 会社･自己紹介 （ １分）

２ セブンフーズの取組について （ ４分）

３ 人材育成 （ ５分）

４ 外国人人材の受け入れについて （ １５分）

５ 質疑応答 （ ５分）



自己紹介

前田佳良子（役職：代表取締役社長）
◎経歴
1960年生まれ
セブンフーズ（株）、（株）ガブレス、（株）セブンワークスの代表取締役
2019年から筑波大学大学院入学、修士課程修了25歳で結婚し、夫、息子二人、孫二人。
33歳で1年間渡米し、日本愛が深まる。以来、「日本の食と農を守る」の理念のもと、未来へ
の夢を追いかけ続けている!

林幸子（役職：本部マネージャー）
◎経歴
2008年にパートとして入社。育児が落ち着いた頃に準社員→正社員と雇用形態を変更して
いき、2021年4月に主任に昇格。現在は本部マネージャーとして勤務している。
主に人事を担当しており、採用･人材育成･従業員の働き方対応などに携わっている。
今現在、22歳(大学4年生)、19歳(大学1年生)、17歳(高校2年生）の子供たちと旦那とで
家事を分担しながら仕事に邁進しています。
セブンフーズに入社して良かった！と思ってもらえるような会社にしていきたいです！！事務所で高千穂峡に山登りしました！！



セブンフーズ
経営理念

日本の食を守る

次世代を担う農業界の人材育成に貢献する

セブンフーズ式農業を通じ、環境保全および

地域に貢献する

全社員の物心両面の幸福を追求する
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繁殖農場紹介（2つ）

• 繁殖の母豚数１０５０頭

• AI（人工授精）センター、母豚舎、離乳舎、妊娠豚舎、分娩舎など26棟から
なる。

• 毎週、約500頭の子豚を生産し、約４０ｋｇ前後で旭志牧場へ子豚の供給を
する。

• 敷地面積 35,000㎡ 飼養頭数 ６０００頭
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大 津 第１農場
(繁殖農場）

繁殖の母豚数１０５０頭
AI（人工授精）センター、母豚舎、離乳舎、妊娠豚舎、
分娩舎など26棟からなる。
敷地面積 35,000㎡ 飼養頭数 ６０００頭

大 津 第２農場
(繁殖農場）

• 繁殖の母豚数１０００頭

• アニマルウェルフェアのフリーストールがある農場

• 敷地面積 76,000㎡ 飼養頭数 ６０００頭

稼働スタート年数：２００８年 稼働スタート年数：２０１０年



肥育農場紹介（3つ）

• 年間出荷頭数21,000頭

• オートソーティングシステムを導
入

• バイオベットで自然に近い環境で
飼育

• 敷地面積 39,000㎡ 飼養頭
数 ５５００頭
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旭志農場
(肥育農場）

・年間出荷頭数21,000頭

・自動測量出荷システムを導入

・広いバイオベットでの飼育

・敷地面積 39,000㎡
・飼養頭数 5,500頭

阿蘇農場
（肥育農場）

• 繁殖の母豚数１０５０頭

• AI（人工授精）センター、母豚舎、離乳舎、妊娠豚舎、分娩
舎など26棟からなる。

• 毎週、約500頭の子豚を生産し、約４０ｋｇ前後で旭志牧場
へ子の供給をする。

• 敷地面積 35,000㎡ 飼養頭数 ５５００頭

杉水農場
（肥育農場）

• 年間出荷頭数17,000頭

• 広大な敷地で阿蘇の素晴らし
い自然の中で飼育

• エコフィード（未利用資源）
を活用した液体飼料で環境に
優しい

• 敷地面積 93,000㎡ 飼養
頭数 4,500頭

• 年間出荷頭数12,000頭

• セブンフーズの創業はここか
ら始まりました。2021年新し
く生まれまわりました！

• 広いバイオベットでの飼育

• 敷地面積 22,000㎡ 飼養
頭数 ３０００頭

稼働スタート年数：２００８年 稼働スタート年数：２０２１年稼働スタート年数：２０１１年



■ セブンフーズのSDGs の取組み
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Domestic feed
国産飼料 動物福祉

未利用資源活用の取組み動物福祉の取組み環境保全活動の取組み

セブンシステムによる、環境保全
型・
循環型農場の実践

ヨーロッパの先進技術の導入

エコフィード



獣医の現場指導・座学での専門家からの指導風景



海外研修（スペイン）

海外研修（スペイン）





外国人材の受入れについて
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～外国人材の受入れ～
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2016年 8月 ベトナムから4名の受入れを開始(技能実習1号として)
2017年 5月 ベトナムから2名を受入れ(技能実習1号として）
2017年11月 ベトナムから4名を受入れ(技能実習1号として）

※畜産農業2名+耕種農業2名
2019年 7月 第1期生 技能実習2号終了後帰国
2020年 3月 第2期生 技能実習3号に移行するため1カ月の予定で

一時帰国させるが、新型コロナウィルスの影響で入国
規制がかかり戻れず

2020年10月 第3期生 入国規制がかり一時帰国ができず、そのまま
技能実習3号に移行する。

2021年 1月 第2期生 ようやく入国し、技能実習3号に移行
2022年 8月 第3期生 一時帰国、1カ月後に戻ってくる
2022年 10月 フィリピンから2名の受入れ(技能実習1号として）
2022年11月 技能実習3号を特定技能に順次移行していく



～現在の外国人材～
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技能実習1号 ２名（フィリピン）
１名（ベトナムより2023年2月受け入れ）

特定技能1号 3名（ベトナム） 合計6名



～苦労していること～
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・日本語がなかなか上達せず、重要な仕事を任せることができ
ず、仕事がマンネリ化。本人たちのモチベーションも下がる。

・週１で日本語勉強のテキストを作成し、提出させている。
会社全体で取組み、わからないところは農場の人に尋ねたりし
て今まで以上に会話を交わすことができ上達してきている。

・実習生をベトナムだけでなくフィリピンからも受け入れたこ
とによって、必然的に会話が日本語になり会話が上達し始めて
いる。



～悲しかったこと～
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・当時の受入れ体制がとれておらず、第1期生を技能実習2号で
終了し帰国させることにしたら、1名が失踪後行方不明に。
その後もホームシックになり途中で帰国する実習生が現れた。

・働き方の環境を整えた。
実習生が安心して長く働けるように技能実習3号まで延長し、まだ働

きたいと考える実習生には面談後、特定技能に移行させ給料UPを行っ
ている。その他には2人部屋を1人部屋にし、プライベートを確保。
電動自転車を支給。6人に対しキッチン2か所、シャワルーム2か所、
トイレ3か所を設置した。
・従業員に実習生のお世話係を担ってもらい(手当は支給）し、食事や
買い物、観光に連れて行き、仕事以外の楽しみも見つけてもらえるよ
うに努めている。
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～仕事風景～

母豚の洗浄中

子豚の治療

キャベツの出荷中

豚舎の消毒中



17

～普段のかかわり～

日本語の勉強中

月に一度、生活指導をおこ
い、その際に相談にのった
りしています！

地域の区役に参加
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地域住民との交流会

BBQの準備(野菜をカット！！） BBQの準備(おにぎり🍙作ってます！！）

地域の人と！！ 寮館長と記念撮影！！
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熊本観光

地元の祭りに参加 阿蘇観光 第１弾

阿蘇観光 第２弾



グエンチヨンホアン
特定技能１号 （２７歳） 旭志農場
ベトナム出身 日本に来て6年目
N3試験に合格！
普通自動車免許･自動二輪免許をとり、
車の購入を予定しています！

目標：今まで肥育農場だったので繁殖農場を経験したい。
会社の良い所：農場の人たちが優しい。

発酵床の作業にやりがいを感じる。



アルビソレンセルセレソ

技能実習１号 （２７歳） 大津第一農場
フィリピン出身 2022年9月に来ました！
技術を覚えて活用するのが好きです。

目標：N5に合格できるように日本語を勉強したい。
日本の祭りに参加したい。

会社の良い所：みんな優しくて働きやすいところ



ご清聴ありがとうございました<(_ _)>


